
“ものづくり”のベストパートナー

Copyright ©2011 JFE Techno-Research Corporation. All Rights Reserved.
本資料の無断複製・転載・webサイトへのアップロード等はおやめ下さい。

試験機の仕様

PC鋼材の遅れ破壊感受性を評価いたします。

FIP試験によるPC鋼材の水素脆化評価

Cat.No 3J3J-005-00-111228

FIP試験機外観

■PC鋼材の水素脆化特性を、温度50℃に保持された20％チオシアン酸アンモニウム溶液中で定荷重を付与し破断するまで
の時間で評価いたします（以下、FIP試験）。

■PC鋼材の遅れ破壊感受性の評価にお役立て下さい。

FIP試験片

50mm

試験温度の制御例
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試験液注入

形 式 縦形単レバー定荷重引張式

試験温度 50℃±1℃ （二重セル方式）

荷重範囲 0～50kN

循環温水

循環温水

コンデンサ
測温用熱電対

試験片

試験溶液

蒸発防止用


